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AIやIoTなどの急速な
技術の進展により社会が激しく変
化し、多様な課題が生じている今
日、文系・理系といった枠にとら
われず、各教科等の学びを基盤と
しつつ、様々な情報を活用しなが
らそれを統合し、課題の発見・解
決や社会的な価値の創造に結び付
けていく資質・能力の育成が必要

STEM（Science, Technology, 
Engineering, Mathematics）に
加え、芸術、文化、生活、経済、
法律、政治、倫理等を含めた広い
範囲でAを定義し、実社会での問
題発見・解決に生かしていくため
の教科等横断的な学習を推進

SPARC事業



文部科学省HPより

https://www.mext.go.jp
/content/20230308-
mxt_senmon01-
000012801_1.pdf



有効期限令和9年3月31日まで
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地元IT企業との連携

課題解決型インターンシップ

社会実装につながる実践的教育
＞学生,IT企業,地域企業 3者

学生・社会人等へのDX教育
＜アップ・リスキリング＞

令和4年10月19日

株式会社デンサンと
宮崎大学学び・学生支援機構
包括連携協定締結

【連携分野】
（１）数理・データサイエンス・AI 

の産学共同教育に関すること
（２）デジタル人材育成に関すること
（３）AI 技術者育成に関すること
（４）デジタル技術を用いた地域の課
題解決に関すること
（５）その他前条の目的を達成するた
めの必要な事項に関すること



地域のニーズに応える宮崎大学の
データサイエンス教育

課題解決型インターンシップ

企業・大学共同でのデジタル人材育成

リスキリング教育

宮崎県のデジタルノーマル化

社会実装につながる実践的教育

リテラシー教材の県内普及


